
１．はじめに

ディーゼルエンジンは高出力・高性能化が進
み，ますます過酷な条件で使用される。中でもピ
ストンリング ( 以下 : リング ) は高温・高圧の雰
囲気のもとで摺動しているため，耐摩耗性が常に
問題となる。しかし，間接噴射式 ( 以下 : IDI ) と
直接噴射式ディーゼルエンジン ( 以下 : DI ) にお
けるリング摩耗メカニズムの違いなどはまだ十分
明らかになっていない。そこで，RIトレーサ法を
用いたオイル消費 ( 上がり ) とリング摩耗の同時
測定手法を開発し，オイル上がりとリング摩耗と
の関係を明らかにした。また燃焼状態を観察し，
DIとIDIのリング摩耗メカニズムの違いを検討し
た。その概要を紹介する。
２．方法

オイル消費測定は，35SによるRIトレーサ法１）

を用い，リング摩耗の測定は薄層放射化によるRI

トレーサ法２）を用いた。供試したエンジンはター
ボ付きのIDI ( 3.0l ) とDI ( 4.2l ) であり，摩耗測
定対象リングはトップリングである。Fig. 1にそ
れぞれの測定系を示す。なお，燃焼室内の観察３）

は可視化用単筒エンジンにより高速度カメラで撮
影 ( 9000コマ／秒 ) した。

３．結果

本手法により，非分解でオイル消費量とリング
摩耗量の同時測定が可能となった。オイルリング
面圧を下げればオイル上がりが増加し，トップリ
ング摩耗量は減少した。しかし，一定量以上オイ
ル上がりを増やしても摩耗低減効果は非常に少な
かった。また，供試IDIはDIに比べオイル上がり
が多いにもかかわらずリング摩耗が多かった
( Fig. ２，3 ) 。この原因はシリンダボアへの火炎
衝突の有無など燃焼形態の違いによることが有力
な要因であると推測した ( Fig. 4 ) 。
なお，本研究はトヨタ自動車(株)第1エンジン

技術部と共同で実施した。
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Fig. 1 Simultaneous measurement of oil consumption
and piston ring wear. Fig. 4 Difference of combustion type.
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Fig. 2 Influence of load
on top ring wear.
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Fig. 3 Influence of load on
oil consumption.
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